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➨㸴学ᖺࠕᅜㄒࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ᒸ⏣ ༤元 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 ２㝵㸿ᐊ㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮㸦話し合い㸸２㝵㹀ᐊ１１㸸㸮㸮ࠥ１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 ༢ඖྡ ᴫᛕ࡛ㄞむ࠸ࠕのࠖࡕ 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

༢ඖ┠ᶆ ࣭స中のキー࣡ーࢻを関㐃࡙けながら、సရのᥥかれ方を考える。 

࣭」数のࢡࢸストをẚ㍑࣭関㐃することで、ᴫ念の捉え方を᭦新する。

本༢元の主教ᮦは「ᾏのいのち」である。このసရを �年 � 学ᮇにᢅう意ᅗとしては、一つはこれ

までに学んできた知㆑やᢏ⬟を活かす場として、஧つはࠑ⏕きるとはఱかࠒといったᴫ念を、ゝⴥを通

して引き受け直す場となるసရだからである。行Ⅽの「ṇしさ」よりも㏞いを⤒たኴ一の㑅ᢥをどのよ

うな「Ỵ᩿」として意࿡࡙けるかは、６年⏕だからこࡑの「文学すること」のᴦしみ方とゝえよう。ま

た、ุ᩿の᰿ᣐをゝㄒ化する、構造や㇟ᚩをㄞむなどは、中学校につながる学⩦⤒㦂である。ࡑのた

め、༢元名を「ᴫ念でㄞむࠗいのち࠘」とした。 

子どもたちのㄞ᭩⤒㦂を活かした文学༢元のあり方を考える時、どうやって一సရ⢭ㄞの授業から

⬺༷するかが一つのㄽ点となる。「ᴫ念ᆺの学び」では一つのసရを一つのトࢡࢵࣆとして考え、」数

のトࢡࢵࣆにඹ通するᴫ念㸦㌿⛣ྍ⬟なᛮ考のᯟ組み㸧を発見していくことを重どする。このような学

びは、ᅜㄒ科の学びをᢏ⬟࣭課題㞟✚ᆺからᴫ念⏕成ᆺに変化させていくྍ⬟性をもっている。 

授業者はこれまで、自❧したㄞ者を育てることやゎ㔘ඹ同体のᙧ成のために「࣡ーࣉࢵࣙࢩࢡᆺのㄞ

むことの学⩦」を実㊶してきた。ࡑの際ၥ題となるのが、１ࢡࢸストにఱ㐌にもわたって取り組むこと

で、ࢡࢸストへの⯆࿡がῶ㏥してしまうことである。「ᴫ念ᆺの学び」は、これを新たなࢡࢸストや学

⩦につなげるためにもᶵ⬟する。さらに࣡ーࣉࢵࣙࢩࢡᆺで行ってきた「ことࡤへのឤ度」をാかせ、

自分なりのษりཱྀで᥈究したことをඹ᭷していく㐣程で、自分にはなかった理ゎやスキルが自ぬ化され

ていく㐣程を、「ࢭࣟࣉスの構造」としながらᒎ開することができる。

本༢元では、ࠗᾏのいのち࠘を中ᚰに❧ᯇ࿴ᖹసのࠗ山のいのち࠘ࠗᮌのいのち࠘をᢅうこととし

た。୕సရࡑれぞれの≉ᚩを明らかにするとともに、୕సရを通して「ேといのちとの関係がどのよう

にᥥかれているか」と「ࡑれをㄞみゎくためにㄞ者はどのような方␎を⏝いているか」を子どもたちな

りのゝⴥでᴫ念化していく。ࡑのためのᡭ❧てとして考えたのが「సရを⾲す一文」である。「సရを

⾲す一文」を᭦新しつつ、ᴫ念化につなげていきたい。

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸯㸮᫬㛫┠㸭඲㸯㸰᫬㛫㸧 

第１ḟ 「ᮌのいのち」をㄞみ、いのちとの関わりを⾲すリや文❶を㞟める  ͐㸱時間 

第２ḟ సရのᥥかれ方をᡭがかりに「ᾏの࿨」をㄞむ     ͐㸳時間 

࣭キー࣡ーࢻつな࣭ࡂே≀関係࣭⾲⌧のᕤኵ࣭一ேのᾏとのẚ㍑࣭「山のいのち」との対ẚ 

第２ḟ ௚者のㄞみを㊊場にして「山のいのち」をㄞむ         ͐２時間�本時２�２� 

第㸱ḟ 「ேは࿨と関わるとき͐䚹」というࢸー࣐を自分なりのゝⴥでᴫ念化する  ͐２時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬のࡓ࠸⏝࡛ࡲࢀࡇ࣭࠸ࡽࡡㄞࡳのほⅬをព㆑ࠊࡽࡀ࡞ࡋᥥࡶࡿ࠸࡚ࢀ࠿のの㐪࠸を⪃ࡿ࠼ 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１�「山のいのち」をㄞんできたࢢルーࣉの発⾲を⪺き、

「ᾏのいのち」との重なりや㐪いを考える。 

２�「山のいのち」のいのちᥥき方を考える。 

㸱㸬「山のいのち」を⾲す一文を考える。 

の場面࣭సရがᥥいているものをゝⴥにし、సရのࡑ࣭

キー࣡ーࢻを意㆑していく。 

࣭「ᾏの࿨」でᣲがったほ点とつなげて、設定や変化を

ẚ㍑できるようにする。 

࣭最後の࣌ーࢪのᤄ⤮にどんなゝⴥがῧえられࡑうかを

考える。 

࣭「ᮌの࿨࣭ᾏの࿨」を⾲した一文とẚべることで、స

ရがᥥいているものをゝㄒ化していく。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

 ᴫ念を意㆑した学びは、これまでのㄞみの学⩦とఱが重なりఱが㐪うのか。 

➨㸳学ᖺࠕᐙᗞࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ 築ᆅ ᬗ子 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 㸲㝵ᐙᗞ科ᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮 㸦話し合い࣭協議会１㸮㸸㸮㸮ࠥ１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 㢟ᮦྡ ࣑࡛ࣥࢩኚ㌟ ࢛࣮࣏ࠥ࢘ࣝࠥࡾࡃ࡙ࢺࢵࢣ 

㸰 㢟ᮦ࡚࠸ࡘ࡟ 

㢟ᮦ┠ᶆ ࣭࢛࢘ール࣏ケࢵト〇సのᡭ㡰や௙組みが分かり、ࡑのᮦᩱとしてྂᕸなどを㞟めたり⏕

かしたりするⰋさを理ゎし、〇సした࢛࢘ール࣏ケࢵトを㌟の回りのᩚ理ᩚ㡻にᙺ❧て

ることができるようにする。〇సにおいては、ᡭ⦭いや࣑ࢩン⦭い、࣏ケࢵトにするᕸ

の✀㢮や኱きさを、目的にᛂじて㐺ษに㑅ᢥできるようにする。 

࣭࢛࢘ール࣏ケࢵトの〇సィ⏬や㌟の回りのᩚ理ᩚ㡻の௙方を考え、主体的に取り組んだ

り、ᨵၿしたりᕤኵしたりして実㊶し、ゎỴしようとすることができるようにする。 

 子どもたちは、１ࠥ２学ᮇにかけてᡭ⦭いで行う⿢⦭を学び、本題ᮦよりややඛ行するᙧで、࣑ࢩン

のᢅい方を学びጞめている。࣑ࢩン⦭いの⦎⩦のためにྎᣔきをసるが、本題ᮦの࢛࢘ール࣏ケࢵトは

、ンから自分で考える最ึのసရである。本題ᮦの前には、ఫまいの領域でᩚ理ᩚ㡻に取り組み࢖ࢨࢹ

ンを考える際には、自分のᩚ㡻に࢖ࢨࢹトのࢵこで、࢛࢘ール࣏ケࡑ。をྛ自でまとめているࢶࢥのࡑ

ᙺ❧てるというど点をもてるようにしたい。ᣢ⥆ྍ⬟な社会については、ᐙᗞ科の学⩦の一⎔としてお

にࡂりアࣙࢩࢡンやࣇーࣈ࢖ࣛࢻࢻを⤒㦂したり、本学学⏕がࢤスト࢕ࢸーࣕࢳーとして授業にධり、

⤥㣗に関わるࣇーࣟࢻスについて教えてくださったりするᶵ会をᚓている。本題ᮦでは、ᗫᮦとなるᕸ

を活⏝するねらいがあるため、஦前にಖㆤ者や子どもたちには、ࢬ࢖ࢧが合わなくなる➼の理⏤で୙せ

となるᕸがあれࡤṧしておくことを࿧びかけている。このような⤒⦋を踏まえ本題ᮦは、「⾰やఫの⏕

活」と「⎔ቃ」のࡑれぞれの関㐃をᅗったෆᐜとする。 

これから子どもたちが⏕きるᮍ᮶は、ᣢ⥆ྍ⬟な社会について考え、向き合っていくことがますま

す重せで、社会の௙組みや一ே一ேの行動について変ᐜが求められることもより当↛となるだろう。小

学校ᐙᗞ科としては、ࡑの意⩏や౯್をఏえつつ、体㦂的࣭活動的な学びを通して、子どもたちのᮍ᮶

に⧅がる市民性を育むことを目指している。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸴᫬㛫┠㸭඲㸯㸯᫬㛫㸧 

第１ḟ ᕸの 6'*V を知ろう    ͐㸲時間 

第２ḟ ࢛࢘ール࣏ケࢵト࡙くり  ͐６時間 本時２�６時間 

第㸱ḟ ࡩりかえり        ͐１時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

   ࢛࢘ール࣏ケࢵトの࢖ࢨࢹンを実≀኱の⣬面に♧し、࣏ケࢵトの኱きさやධれるものに対するࡺと

りを考えた⦭い付け方を☜かめたり、࢖ࢨࢹン全体の㓄⨨を見直したりして、よりⰋいసရにしよ

うとする。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１㸬࢛࢘ール࣏ケࢵトの࢖ࢨࢹンを実≀኱の⣬面に⾲す 

࣭ここは࣏ケࢵトではなくて、⤮や名前を⦭いたいとᛮっていたけ

ど、ᛮっていたよりス࣌ースがᗈいな。

２㸬࣑ࣜ࢓ࣇーで話し合う。 

࣭この࣏ケࢵトは、࣌ンをධれるにしてもᖜが⊃すࡂるとᛮうよ。

もうᑡし、వ⿱があった方がⰋい。 

࣭✵いているス࣌ースに、もう１つ࣏ケࢵトをసってもいいね。 

㸱㸬全体で意見஺ὶをする。 

࣭⭾らんだ࣏ケࢵトの付け方を考えたよ。 

࣭前時までに、ྛ自がおよࡑの࢖ࢨࢹンを考えられるように

ᨭ᥼する。 

࣭࣏ケࢵト部分は、᭩く㸦ᥥく㸧だけでなく、実際に⣬やᕸ

をあてるのもⰋいこととして、より኱きさや⦭い方、సရ

の࢖ࢨࢹンを的☜に☜かめられるようにする。 

ーで、ྛ自が考えていること、ᝎんでいることな࣑ࣜ࢓ࣇ࣭

どをඹ᭷し、ど点を☜かめながらឤ想やア࢖ࣂࢻスをఏえ

合うようにする。 

࣭࣏ケࢵトの付け方は子どものᕤኵを全体でඹ᭷する。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

 小学校ᐙᗞ科におけるᣢ⥆ྍ⬟な社会の学⩦について、≉にᕸ㸦「⾰」領域㸧に関する授業でのᢅい

方やᕤኵについて、ඣ❺の様子を踏まえて考えたい。 
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